
清水わき 心ふれあう 嘉島町

町総合運動公園が初めて主会場と
なった「ジョイフルスポーツ」の
駅伝優勝の鯰ゴール（写真左）。
写真下は町文化祭のステージから
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練習積めば

嘉島西小が災害対応で初めて取り
組んだ全校児童の保護者への引き
渡し訓練（写真右）。写真上は町
消防団が行った非常呼集訓練から

備えあれば



一
般
会
計
３
千
万
円
追
加

嘉
島
町
議
会　

第
４
回
臨
時
会

　

嘉
島
町
議
会
は
10
月
27
日
、
平

成
29
年
第
４
回
臨
時
会
を
開
き
、

３
千
万
円
増
額
す
る
本
年
度
町
一

般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
３
議
案

（
予
算
２
、
そ
の
他
１
）
を
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
、
承
認
し
ま

し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
の
総
額
は

１
０
８
億
９
０
５
５
万
２
千
円
に

な
り
ま
す
。
今
回
の
増
額
補
正
は
、

県
が
打
ち
出
し
た
復
興
基
金
を
活

用
し
た
震
災
被
災
者
の
住
ま
い
再

建
支
援
に
伴
う
も
の
で
す
。
被
災

者
の
恒
久
的
な
住
ま
い
へ
の
転
居

費
用
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居

費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
助
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
は
嘉
島
処
理
区
災

害
復
旧
工
事
（
12
工
区
）
の
請
負

金
額
が
、
工
法
変
更
等
に
よ
り
５

５
６
２
万
４
千
円
に
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

左
か
ら
佐
藤
さ
ん
、
荒
木
町
長
、

福
嶋
さ
ん
、
村
上
さ
ん

　

平
成
29
年
度
嘉
島
町
功
労
者
表

彰
式
は
11
月
３
日
、
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ

て
町
政
に
貢
献
さ
れ
た
特
別
職
３

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
皆
さ
ん
は
町
の
発
展

の
た
め
に
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献

し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
被
表

彰
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

▽
福
嶋
益
人
＝
隣
保
館
運
営
審

議
会
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
（
現

職
）
▽
佐
藤
光
志
＝
農
業
委
員
会

委
員
（
現
職
）、
嘱
託
員
、
ご
み
問

題
対
策
実
行
委
員
会
委
員
等
▽
村

上
卓
也
＝
農
業
委
員
会
委
員
（
現

職
）、
交
通
指
導
員
（
現
職
）

　

全
国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長
を

は
じ
め
地
方
自
治
体
の
代
表
と
安

倍
首
相
ら
が
意
見
交
換
す
る
「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
10
月
26

日
、
東
京
・
首
相
官
邸
で
開
か
れ

ま
し
た
。
７
月
31
日
付
で
正
式
に

全
国
町
村
会
長
に
就
任
し
た
荒
木

町
長
に
と
っ
て
、
首
相
ら
関
係
閣

僚
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
る
協
議
の

場
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

政
府
の
平
成
30
年
度
予
算
編
成

を
め
ぐ
り
、
荒
木
町
長
は
熊
本
地

震
や
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
後
を
絶

た
な
い
大
規
模
災
害
か
ら
の
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
の
た
め
、
被

災
自
治
体
へ
の
万
全
の
財
政
措
置

を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
倍
政
権
の
看
板
政
策

で
あ
る
「
地
方
創
生
」
に
関
し
、

荒
木
町
長
は
「
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
大
枠
合
意
し
た
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
や
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
影
響
を
受

け
る
全
国
各
地
の
農
林
漁
業
者
が

将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
を
持
っ
て

生
産
活
動
を
続
け
ら
れ
な
い
限
り
、

地
方
の
再
生
は
難
し
い
」
と
述
べ
、

創
生
へ
向
け
た
万
全
の
取
り
組
み

を
求
め
ま
し
た
。

　

首
相
は
「
人
口
減
少
の
克
服
に

向
け
、
地
方
創
生
の
成
果
が
こ
れ

か
ら
問
わ
れ
る
。
地
方
に
お
け
る

若
者
の
就
学
、
就
業
を
促
進
し
て

い
く
」
と
の
意
向
を
表
明
し
ま
し

た
。

　

元
人
権
擁
護

委
員
の
福
本
美

敏
さ
ん
（
71
）

＝
写
真
＝
へ
の

法
務
大
臣
感
謝

状
の
伝
達
式
が
10
月
31
日
、
町
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
本
さ
ん

は
、
平
成
20
年
か
ら
３
期
９
年
に

わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、

人
権
相
談
や
人
権
啓
発
に
尽
力
。

　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

の
石
橋
弘
之
課
長
か
ら
感
謝
状
を

伝
達
さ
れ
、
熊
本
県
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
の
井
口
誠
一
会
長
の

「
多
年
に
わ
た
る
活
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
の
お
祝
い
の
言
葉

に
、
福
本
さ
ん
は
「
過
分
な
る
表

彰
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

安倍首相ら政府側（左）との協議に臨んだ荒木町長（右端）

荒木町長 初めて列席
首相官邸 国と地方の協議の場

特
別
職
の

３
氏
表
彰――

町
功
労
者

元　

人
権
擁
護
委
員

福
本
氏
に
表
彰
状
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☆
嘉
島
町
か
ら
も
「
物
産
フ
ェ
ア
」

出
展　

嘉
島
町
を
は
じ
め
県
内
各

地
の
特
産
品
を
一
堂
に
集
め
、
展

示
・
即
売
す
る
「
く
ま
も
と
物
産

フ
ェ
ア
」
が
11
月
４
、
５
の
両
日
、

益
城
町
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
２
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
今
回
の
フ
ェ
ア
は
荒
木

町
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
幕
開

け
＝
写
真
。
嘉
島
町
商
工
会
な
ど

２
３
０
の
企
業
・
団
体
が
取
り
そ

ろ
え
て
販
売
し
た
農
産
加
工
品
や

水
産
物
は
約
１
８
０
０
品
目
に
上

り
、
両
日
と
も
多
く
の
買
い
物
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
県
商
工
会
連
合

会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の

主
催
で
す
。
地
場
産
業
の
振
興
を

図
り
、
販
路
を
開
拓
す
る
取
り
組

み
で
、
22
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

☆
み
そ
造
り
伝
授　

嘉
島
町
農
村

女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
河

原
君
代
代
表
）
の
皆
さ
ん
が
10
月
、

町
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
あ
い
」

の
利
用
者
や
町
内
在
住
の
女
性
有

志
に
、
地
産
地
消
の
こ
う
じ
と
み

そ
造
り
を
伝
授
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　
「
あ
い
あ
い
」
が
取
り
組
む
地

域
活
動
の
一
環
で
、
12
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
材
料
は
、
地
元
特
産

の
大
豆
５
㌔
と
麦
10
㌔
。
こ
う
じ

を
３
日
前
か
ら
ね
か
せ
、
い
よ
い

よ
み
そ
造
り
。
参
加
者
の
大
半
が

主
婦
と
あ
っ
て
手
つ
き
は
慣
れ
た

も
の
で
〝
師
匠
〞
の
面
々
と
の
息

も
ぴ
っ
た
り
。
和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
の
中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
嘉

島
み
そ
」
を
造
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

嘉
島
町
「
鯰
ふ
れ
笑
い
サ
ロ
ン
」

が
９
月
20
日
、
地
元
公
民
館
で
開

か
れ
、
参
加
者
15
人
が
お
地
蔵
様

の
胸
当
て
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
同
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

の
松
永
千
惠
子
さ
ん
ら
５
人
の
指

導
の
も
と
、
年
に
１
回
行
っ
て
お

り
、
地
区
の
お
地
蔵
様
や
観
音
様

の
胸
当
て
を
手
作
り
し
、
新
し
く

し
て
い
ま
す
。
同
サ
ロ
ン
は
月
に

２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
お
花
見
や

体
操
、
タ
オ
ル
作
り
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
、
楽
し
い
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

お地蔵様もニッコリ（？）

お地蔵様に胸当て
鯰ふれ笑いサロン

浮島周辺水辺公園の北側広場開放
　昨年の地震発生直後から災害がれき置き場として利用しておりました浮島周辺水辺公園の北側広
場が公園敷地として復旧しました。
　それに伴い、12 月からグラウンドゴルフ場として開放。利用については団体利用に限り、事前
に申請が必要になります。
　利用に当たっての申請やご不明な点などは下記問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ先
　嘉島町 建設課 都市計画係
　☎ 237-2597

　

  

矢 

形 

川
県
道
六
嘉
秋
津
新
町
線

浮島さん

北側広場

益城町→←鯰～下六嘉

↑
健
軍

御
船
町
↓

井
寺
〜
北
甘
木
↓

N
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第
47
回
嘉
島
町
文
化
祭
は
11
月
３
、
４
両
日
、
町

民
会
館
で
開
か
れ
、「
ア
ク
ア
」
ホ
ー
ル
の
舞
台
で

は
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
く
熱
の
入
っ
た
発
表

が
続
き
、
大
勢
の
町
民
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

町
文
化
協
会
の
牛
嶋
た
け
子
副
会
長
は
「
昨
年
の

文
化
祭
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
年
の
文
化
祭
に
つ
な

が
っ
た
。
で
き
た
し
こ
を
モ
ッ
ト
ー
に
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
の
荒
木
町
長
と
川
上
町
議
会
議
長
が
「
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
果

が
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
は
、
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
園
児
や
、
小
学
生
の
童
話
発
表
、
公
民

館
講
座
や
町
民
グ
ル
ー
プ
の
手
話
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ

ス
、
太
極
拳
、
吟
詠
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々
に
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
や
ホ
ワ
イ
エ
に
は
文
化
協
会
の
各
部
門
か

ら
書
道
や
ち
ぎ
り
絵
、
絵
画
、
短
歌
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
絵
手
紙
な
ど
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
４
日

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
茶
席
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
太
極
柔
力
球
嘉
島
」
の
演
技

「
プ
リ
メ
リ
ア
・
フ
ラ
」
の

フ
ラ
ダ
ン
ス

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

表現多彩 やる気に熱気も

勇壮な演奏を披露した。町内
外の各種イベントに引っ張り
だこ

できたしこできたしこ
　モットーに　モットーに

「ハンドサイン嘉島」の手話歌。
手の表現は豊かだ 手に注目
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興
味
津
津

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
も

「あややん」のバルンアート

第47回嘉島町文化祭の開会セレモニー
であいさつする荒木町長（右端）。
ステージや作品展示にエールを送った

ワークショップ パッチワークやちぎり絵など各グループ（部門）が趣向
を凝らして取り組んだ。茶席もお目見えした

嘉島中学校
吹奏楽部
定評のある演奏は息もピッタリ。
県吹奏楽コンクールで３年連続
「金賞」に輝く活躍ぶりだ

第 47回第 47回
嘉島町文化祭嘉島町文化祭
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ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
で
開
か
れ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き

野
球
も
サ
ッ
カ
ー
も
楽
し
く
体
験
だ
。

だ
る
ま
落
と
し
も
人
気
を
呼
ん
で
い

た

嘉
島
中
体
育
館
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会
も
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
相

次
い
だ

お
目
見
え
し
た
「
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
相
談
コ
ー
ナ
ー
。
栄

養
指
導
も

駅
伝
で
優
勝
し
た
鯰
の
メ
ン
バ
ー
ら

（
写
真
上
右
）。
写
真
上
左
は
荒
木
町

長
の
号
砲
で
ス
タ
ー
ト
。
写
真
下
は

区
間
賞
に
輝
い
た
各
選
手
（
左
か
ら

右
へ
１
区
か
ら
７
区
）鯰 制す

第 43回
嘉島町内
駅伝大会

優勝：鯰体協　　　１時間８分 15 秒
２位：上六嘉体協　１時間９分 18 秒
３位：下仲間体協　１時間９分 47 秒

駅　

伝　

区　

間　

賞

区間・距離 選手名 体協名 記録

１　中学生　3.0㎞ 藤岡　廉士 犬渕 11 分 00 秒

２　小学生　1.0㎞ 中城　大智 鯰 ３分 46 秒

３　一般・高校　1.8㎞ 太田　慎吾 上島 ６分 37 秒

４　フリー　3.4㎞
竹田　　翔 犬渕

12 分 52 秒
池上　　毅 北甘木

５　一般・高校　2.6㎞ 鍬先　貫太 上六嘉 ９分 28 秒

６　小・中学生　1.8㎞ 松本光太郎 鯰 ７分 03 秒

７　フリー　3.0㎞ 杉野　育海 下仲間 12 分 01 秒

第43回町内駅伝第43回町内駅伝
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「
２
０
１
７
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま
（
町
民
体

育
祭
）」
が
11
月
12
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
競
技

場
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
下
仲
間
体
協
が
総
合
優
勝
を
飾

り
、
43
回
目
と
な
っ
た
「
町
内
駅
伝
大
会
」
は
鯰
が
制
し

ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
昨
年
、
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
町
民
へ
の

お
披
露
目
と
な
る
同
競
技
場
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
晩
秋
の
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
参
加
者
ら
は

名
物
競
技
の
20
人
リ
レ
ー
や
綱
引
き
、
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン

プ
（
大
縄
跳
び
）
の
地
区
対
抗
の
熱
戦
で
爽
快
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

駅
伝
も
、
装
い
を
新
た
に
運
動
公
園
内
の
周
回
コ
ー
ス

７
区
間
16
・
６
㌔
で
た
す
き
リ
レ
ー
。
会
場
に
は
ペ
タ
ン

ク
体
験
や
だ
る
ま
落
と
し
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

も
。
加
え
て
握
力
を
測
定
し
た
り
、
食
事
や
栄
養
、
物
忘

れ
な
ど
で
相
談
し
た
り
す
る
健
康
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
嘉
島
中
体
育
館
で
も
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
大
会

が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
教
委
と
町
体
育
協
会
が
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦

を
図
ろ
う
と
開
い
て
お
り
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　

◇
総
合　

①
下
仲
間
13
点
②
上
島
12
点
③
鯰
11
点
▽
綱

引
き　

①
三
郎
無
田
②
下
仲
間
③
犬
渕
、
上
六
嘉
▽
20
人

リ
レ
ー　

①
上
島
②
上
仲
間
③
鯰
▽
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

　

①
下
仲
間
②
上
島
③
井
寺
、
鯰

写
真
上
は
息
を
合
わ
せ
「
み
ん
な
で

ジ
ャ
ン
プ
（
大
縄
跳
び
）」。
20
人
リ

レ
ー
（
写
真
左
）
の
バ
ト
ン
が
渡
る

た
び
大
歓
声

力が入った綱引き

１
等
当
選
者
に
賞
品
を
手
渡
す
荒
木

町
長
（
写
真
右
）。
写
真
左
の
家
族

で
２
等
賞
と
６
等
賞
を
そ
ろ
っ
て
射

止
め
た
の
は
…

お
楽
し
み
抽
選
会

お
楽
し
み
抽
選
会

2017 ジョイフルスポーツかしま2017ジョイフルスポーツかしま 下
仲
間
総
合
Ｖ

町
総
合　

運
動
公
園

初
開
催 

お
披
露
目
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１　

月
平成 29年

　　嘉島町を巡る、この１年間の主な出来
事をピックアップしてみました。※文中
の「＝アルファベット＝」は写真案内。

　

○
町
成
人
式　

８
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
、
新
成
人
95
人
（
男

性
56
人
、
女
性
39
人
）
が
社
会
人

と
し
て
節
目
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
＝
Ａ
。
荒
木
町
長
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
ち
、
嘉
島

に
思
い
を
寄
せ
、
積
極
的
に
社
会

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な

む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

２　

月

　

○
金
剛
と
工
場
立
地
協
定　

８

日
、
下
仲
間
・
上
仲
間
に
新
工
場

を
建
設
す
る
移
動
棚
メ
ー
カ
ー
金

剛
（
熊
本
市
）
と
町
の
立
地
協
定

調
印
式
が
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し

た
＝
Ｂ
。
投
資
額
は
約
50
億
円
で

平
成
30
年
３
月
に
操
業
開
始
の
予

定
で
す
。３　

月

　

○
町
出
初
式　

５
日
、
嘉
島
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
行
わ
れ
、
町

消
防
団
員
２
２
０
人
余
り
が
出
動

し
ま
し
た
＝
Ｃ
。
玉
落
と
し
は
じ

め
分
団
各
部
の
対
抗
競
技
は
第
１

分
団
第
１
部
（
井
寺
）
が
３
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

　

○
町
の
当
初
予
算
１
０
０
億
円

超
す　

７
日
、
町
議
会
が
平
成
29

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど

上
程
議
案
を
可
決
し
て
閉
会
。
予

算
の
総
額
は
１
０
２
億
７
１
６
万

７
千
円
で
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。

　

○
町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式

　

11
日
に
開
か
れ
た
嘉
島
中
で

は
74
人
（
男
子
38
人
、
女
子
36

人
）
の
生
徒
た
ち
が
巣
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
23
日
に

嘉
島
東
18
人
（
同
10
人
、
同
８
人
）、

嘉
島
西
66
人
（
同
36
人
、
同
30
人
）

の
児
童
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し

ま
し
た
。４　

月

　

○
入
学
・
入
園
式　

11
日
、
嘉

島
中
に
入
学
し
た
の
は
81
人
で
、

小
学
校
も
嘉
島
東
31
人
、
嘉
島
西

82
人
＝
Ｄ
＝
の
新
入
生
を
そ
れ
ぞ

れ
迎
え
ま
し
た
。
嘉
島
幼
稚
園
の

新
入
園
児
は
18
人
（
３
歳
児
16
人
、

４
歳
児
と
５
歳
児
各
１
人
）。

　

○
町
消
防
団
新
体
制
へ　

14
日
、

佐
藤
光
正
氏
（
44
）
を
新
団
長
に

任
命
す
る
な
ど
幹
部
団
員
へ
の
辞

令
交
付
式
が
町
役
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

○
Ｕ
Ｒ
と
建
設
協
定　

18
日
、

熊
本
地
震
被
災
者
の
恒
久
的
な
住

ま
い
と
な
る
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
整
備
へ
向
け
、
町
は
独
立
行
政

法
人
・
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）

と
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
＝

Ｅ
。

ＡBC

５　

月

　

○
小
中
学
校
で
運
動
会
・
体
育

大
会　

21
日
に
嘉
島
中
体
育
大
会

＝
Ｆ
、
27
日
に
は
嘉
島
東
、
嘉
島

西
の
両
小
で
そ
れ
ぞ
れ
運
動
会
が

開
か
れ
、
い
ず
れ
も
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

６　

月

　

○
史
跡
指
定
拡
大
へ　

16
日
、

国
史
跡
「
井
寺
古
墳
」
の
指
定
範

囲
拡
大
が
国
の
文
化
審
議
会
か
ら

文
科
相
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

DEF
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2017 年

　平成 29（2017）年も残りわずかとな
りました。本紙 12月号恒例企画「フラッ
シュバック」です。７　

月

　

○
県
中
学
総
体
で
健
闘　

22
、

23
の
両
日
、
水
俣
市
な
ど
で
開
か

れ
、
嘉
島
中
は
軟
式
野
球
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
が
そ
ろ
っ
て

堂
々
の
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

○
災
害
の
相
互
応
援
協
定　

24

日
、
佐
賀
・
伊
万
里
市
と
菊
池
市
、

そ
れ
に
町
の
３
市
町
が
締
結
す
る

調
印
式
が
伊
万
里
市
役
所
で
開
か

れ
ま
し
た
＝
Ｇ
。
熊
本
地
震
を
教

訓
に
、
大
規
模
な
災
害
時
に
物
資

や
資
材
を
提
供
し
合
い
ま
す
。

８　

月

　

○
水
の
郷
ま
つ
り
多
彩
に　

５

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
特
設

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝
Ｈ
。

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
か
ら

台
風
５
号
の
接
近
で
危
ぶ
ま
れ
た

約
３
千
発
の
打
ち
上
げ
花
火
ま
で

滞
り
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

９　

月

　

○
工
場
完
全
復
旧
祝
う　

11
日
、

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工

場
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
清
涼
飲

料
製
品
の
出
荷
を
再
開
し
ま
し
た

＝
Ｉ
。
熊
本
地
震
で
被
災
し
て
以

来
、
１
年
５
カ
月
ぶ
り
に
完
全
復

旧
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

○
東
部
配
水
場
で
起
工
式　

13

日
、
井
寺
の
整
備
予
定
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
嘉
島
東
部
台
地
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
簡
易
水
道

の
基
幹
施
設
。
完
工
は
平
成
30
年

２
月
末
の
見
込
み
で
総
事
業
費
は

１
億
４
１
４
８
万
円
で
す
。

　

○
サ
ー
カ
ス
開
幕　

15
日
、
熊

本
地
震
復
興
祈
念
と
銘
打
っ
た
木

下
大
サ
ー
カ
ス
熊
本
公
演
が
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
の
特
設
会
場
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ

オ
ン
の
猛
獣
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
11
月
29

日
ま
で
。

　

○
全
国
町
村
会
長
就
任
の
祝
賀

会　

25
日
、
熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日

I H G

K J航
熊
本
で
開
か
れ
、
県
内
外
の
各

界
か
ら
約
１
千
人
が
荒
木
町
長
の

全
国
町
村
会
長
就
任
を
祝
い
ま
し

た
＝
Ｊ
。
蒲
島
郁
夫
知
事
が
「
全

国
の
町
や
村
の
期
待
は
大
き
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

10　

月

　

○
町
「
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
建

設
に
着
手　

12
日
、
嘉
島
東
小
の

建
設
予
定
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
小
の
放
課
後
施
設
を

核
に
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

な
り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月
に
完

成
の
見
込
み
で
総
事
業
費
は
１
億

８
３
０
６
万
円
で
す
。

　

○
衆
院
選
の
投
開
票　

22
日
に

投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
＝
Ｋ
＝
で
、「
熊
本
新

３
区
」
に
移
行
・
編
入
さ
れ
た
町

の
投
票
率
は
56
・
87
％
で
前
回
よ

り
５
・
49
㌽
高
く
な
り
ま
し
た
。

11　

月

　

○
町
文
化
祭
↓
本
紙
４
〜
５
㌻

　

○
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し

ま
↓
同
６
〜
７
㌻

　

○
民
生
委
員
に
委
嘱
状　

５
日

の
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
荒
木
町
長
が
厚
労
相
か
ら
の
委

嘱
状
を
23
人
の
委
員
に
交
付
し
ま

し
た
。

　

○
町
教
育
長
に
髙
野
隆
氏　

７

日
、
町
議
会
は
前
嘉
島
中
校
長
の

同
氏
を
任
命
す
る
人
事
案
に
同
意

し
ま
し
た
。
同
氏
の
任
期
は
３
年

で
す
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）年

12
月
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

を
控
え
た
11
月
５
日
、
嘉
島
町
消

防
団
の
非
常
呼
集
訓
練
が
嘉
島
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
午
前
７
時
35
分
、
防
災

行
政
無
線
と
一
斉
配
信
メ
ー
ル
で

非
常
呼
集
。
各
地
区
消
防
団
の
積

載
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が

ら
集
結
し
ま
し
た
。
団
員
は
実
際
、

３
台
の
ポ
ン
プ
を
無
田
川
を
水
利

と
し
て
ホ
ー
ス
で
連
結
、
き
び
き

び
と
し
た
動
作
で
放
水
す
る
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表
情
で

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
団
員
ら
は
荒
木
町
長

か
ら
激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の

水
利
査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

嘉
島
町
消
防
団

非
常
呼
集
訓
練

　

嘉
島
西
小
は
11
月
11
日
、
大
規

模
災
害
に
対
応
す
る
避
難
訓
練
の

一
環
で
全
校
児
童
を
〝
学
校
に
駆

け
つ
け
た
〞
保
護
者
に
引
き
渡
す

初
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
学
ぶ
試
み

で
す
。
訓
練
は
、
大
き
な
地
震
が

発
生
、
通
学
路
が
寸
断
さ
れ
、
児

童
が
帰
宅
す
る
の
が
危
ぶ
ま
れ
る

と
の
想
定
。
全
校
児
童
４
４
５
人

と
約
３
３
０
世
帯
の
保
護
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
野
浩
幸
校
長
が
体
育
館
に
集

合
し
た
保
護
者
ら
に
「
子
ど
も
た

ち
の
命
を
守
る
た
め
の
訓
練
。
日

ご
ろ
か
ら
備
え
、
練
習
し
て
こ
そ

『
い
ざ
』
と
い
う
時
、
適
切
な
対

応
が
と
れ
ま
す
」
と
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

保
護
者
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
順

次
、
地
区
ご
と
の
担
当
教
師
ら
と

緊
急
時
の
学
校
と
各
家
庭
の
「
連

絡
カ
ー
ド
」
を
照
合
し
た
上
で
わ

が
子
と
合
流
。
児
童
の
通
学
路
の

順
路
確
認
を
兼
ね
て
原
則
、
徒
歩

で
連
れ
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
野
校
長
は
「
初
め
て
の
取
り

組
み
で
、
課
題
を
見
つ
け
る
機
会

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
後
を

絶
た
な
い
災
害
に
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

嘉島西小の全校児童はグラウンドで保護者らの
迎えを待った

児童引き渡し訓練嘉島西小
地震想定

　

稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
本
番
の
10
月

27
日
、
嘉
島
幼
稚
園
で
園
児
た
ち

が
刈
り
取
っ
た
稲
穂
を
昔
な
が
ら

に
脱
穀
す
る
農
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
＝
写
真
。

　

稲
作
は
機
械
化
さ
れ
る
一
方
で

す
が
、
園
児
ら
は
今
年
も
足
踏
み

脱
穀
機
と
千
把
扱
（
こ
）
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
先
に
行
っ
た
稲
刈

り
で
収
穫
し
、
掛
け
干
し
し
て
い

た
稲
穂
を
園
伝
来
の
機
材
に
か
け

る
な
ど
し
、
心
得
の
あ
る
岩
永
啓

次
園
長
や
保
護
者
ら
を
見
よ
う
見

ま
ね
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
例
年
、
田
植
え
に
始

ま
り
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、
お
に

ぎ
り
作
り
ま
で
年
間
を
通
し
て

「
食
」
に
関
す
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
10
月
31
日
、
嘉
島
町
農
村

女
性
グ
ル
ー
プ
は
熊
本
市
内
の
保

育
園
児
を
招
き
、
河
原
君
代
代
表

が
提
供
し
た
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
体

験
会
を
開
き
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
で

脱
穀
作
業
体
験

恒
例
の
田
植
え
か
ら

お
に
ぎ
り
作
り
ま
で

　

嘉
島
幼
稚
園
で

11
月
15
日
、
祖
父

母
参
観
が
行
わ
れ
、

園
児
た
ち
は
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ら
と
触

れ
合
い
遊
び
な
ど

楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

祖
父
母
ら
保
護

者
は
園
児
た
ち
に

よ
る
歓
迎
の
歌
や
園
内
の
様
子
に

感
心
し
た
り
、
驚
い
た
り
。
園
児

た
ち
が
思
い
思
い
に
縁
取
り
し
た

写
真
や
色
と
り
ど
り
の
布
を
使
っ

た
コ
サ
ー
ジ
ュ
な
ど
手
作
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
取
っ
た

祖
父
母
ら
は
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
＝

写
真
。

　

歌
や
太
鼓
な
ど
の
ク
ラ
ス
発
表

の
お
楽
し
み
集
会
に
加
え
、「
お

に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
あ
り
、

園
児
た
ち
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
い
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

贈り物にニッコリ
　――幼稚園の祖父母参観

広報かしま2017.12
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○国保の運営に熊本県が加わります
　これまで町が単独で運営していました国民健康保険ですが、平成 30 年度からは、熊本県が財政運営

責任等の中心的な役割を担うことになります。

　国保の運営はこれまで市町村それぞれで行っていましたが、県が運営に加わることで市町村間の助け

合いや統一的な運営が図られることになります。

※各種お手続きやご相談などは今までと変わらず役場で受け付けいたします。

○保険税率の見直しについて
　新制度移行後、県は必要となる医療費等の額に基づいた、標準的な保険税率を町へ示します。町はそ

の標準税率を受け、毎年度保険税率の見直しを行います。

　平成 30 年度の保険税率については、同年４月以降にお知らせできる予定です。

○標準的な保険税の算定方法への対応
　これまで、嘉島町では保険税の算定の際に、所

得割・均等割・平等割のほか、資産割を導入して

いましたが、平成 30 年度からの税額算定につい

ては、標準的な税額算定方式に合わせ、資産割を

廃止する予定です。

※資産割で算定されていた部分は所得割に割り振

られることになります。そのため、全体の税額に

大きな変更はありません。

○新制度移行後の国保税の試算
　９月に公表された熊本県の試算における、平成

29 年度に新制度に移行したと仮定した場合の保

険税の試算額は次の通りです。

※熊本県全体の医療費等が増加傾向にあるため平

成 30 年度の実際の税額は試算額から変動します。

　「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」は、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に製造・販売される、

「先発医薬品と同じ有効成分を同量含んでおり、（先発医薬品と）同等の効き目がある」と認められた医

薬品です。先発医薬品に比べて薬の値段が５割程度、中にはそれ以上安くなるものもあるため、一人ひ

とりの自己負担や国民医療費の抑制にもつながります。特徴やメリットを理解していただき、ぜひジェ

ネリック医薬品を安心してご活用ください。

新算定方式のイメージ図
平成29年度までの算定方法　　平成 30年度からの算定方法

所得割

▽

所得割

資産割

均等割 均等割

平等割 平等割

現在の平均税額

▽

県による試算結果

平成 28年度の実際の
税額
（１人当たり平均・年間）

平成 29年度に新制度を
導入した場合の税額
（１人当たり平均・年間）

107,863 円 103,957 円

来年度から国民健康保険の制度が変わります

「ジェネリック医薬品」って知ってますか？

広報かしま 2017.12
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◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

↑

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

　

年
末
年
始
は
各
家
庭
で
ご
み
が
多
量

に
出
る
時
期
で
す
。

　

収
集
日
は
添
付
表
の
通
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
計
画
を
立
て
、
収
集

日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
気
持

ち
の
良
い
年
の
暮
れ
、
年
明
け
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

○
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
個
人
搬
入
は
、
12
月
23
日
（
土
）、

24
日
（
日
）
は
終
日
９
時
〜
16
時
、
30

日
（
土
）
は
９
時
〜
11
時
ま
で
の
受
け

入
れ
と
な
り
ま
す
。

　

30
日
は
最
終
日
と
な
る
た
め
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

年
始
は
１
月
４
日
（
木
）
か
ら
通
常

通
り
の
収
集
に
な
り
ま
す
。

○
し
尿
の
汲
（
く
）
み
取
り
は
12
月
28

日
（
木
）
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
の
汲
み
取
り
は
12
月
20
日（
水
）

ま
で
に
、
米
満
商
会
（
☎
２
３
７－

０

１
１
２
）
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

お
忘
れ
な
く

？

平
成
30
年
嘉
島
町
成
人
式

　

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

○
日
時

　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

　

午
前
11
時　

開
式

○
場
所

　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容

　

式
典
お
よ
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
お
よ
び
町
出
身
の
方

※ 

嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、
事

前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

年末年始し尿汲み取り・ごみ収集日程

12 月 22 日
（金）

12 月 23 日
（土）

12 月 24 日
（日）

12 月 25 日
（月）

12 月 26 日
（火）

12 月 27 日
（水）

12 月 28 日
（木）

ごみ収集 通常収集 通常受入 通常受入 通常収集

し尿汲取 通常受入 終日受入 休日 通常受入

12 月 29 日
（金）

12 月 30 日
（土）

12 月 31 日
（日）

１月１日
（月）

１月２日
（火）

１月３日
（水）

１月４日
（木）

ごみ収集 通常収集 個人搬入のみ
（９時～11時） 年末年始休暇 通常収集

し尿汲取 年末休暇 年始休暇 通常受入

１月５日
（金）

１月６日
（土）

１月７日
（日）

１月８日
（月）

１月９日
（火）

１月 10 日
（水）

１月 11 日
（木）

ごみ収集 通常収集 休日 休日 通常受入
通常収集 通常収集

し尿汲取 通常受入 休日 休日 通常受入

注意事項 し尿＝終日受入日 ：土日関係なく ８：30 ～ 16：30
 　　　通常受入日 ：（月）～（金） ８：30 ～ 16：30
  　（土） ８：30 ～ 12：00

 ごみ＝※ 12 月 30 日（土）の個人
　　　　　　　搬入９：00 ～ 11：00、通常
 　　　受入９：00 ～ 16：00
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子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

お
す
み
で
す
か
？

〜
実
施
期
間
は
平
成
30
年
２
月

28
日
で
終
了
し
ま
す
〜

　

対
象
と
な
る
女
性
（
表
参
照
）
に
、

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券

お
よ
び
検
診
案
内
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
既
に
送
付
し
て
お
り
ま

す
検
診
案
内
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認
の

上
、
期
間
内
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
を
過
ぎ

る
と
無
料
で
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
事
業
は
対
象
と
な
っ
た
年

度
限
り
の
事
業
と

な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、

嘉
島
町
が
実
施
す

る
が
ん
検
診
に
お

い
て
、対
象
と
な
っ

た
方
に
対
し
て
検

診
案
内
お
よ
び
検

診
費
用
が
無
料
と

な
る
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
、
が
ん
検

診
の
受
診
促
進
を

図
る
と
と
も
に
が

ん
の
早
期
発
見
と

正
し
い
健
康
意
識

の
普
及
啓
発
を
図

り
、
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
で
す
。

現
在
、
乳
が
ん
お
よ
び
子
宮
頸
が
ん
が

こ
の
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

こ
の
冬
も
よ
り
一
層
の
予
防
を

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
小
児
・
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
病
院
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
病
院
で
は
多

く
の
患
者
が
集
中
し
混
雑
し
て
い
ま
す
。

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
が

流
行
す
る
冬
場
で
は
、
よ
り
一
層
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

で
す
。
感
染
症
予
防
の
た
め
、
手
洗
い

の
習
慣
づ
け
、
部
屋
の
換
気
と
適
切
な

保
湿
、
十
分
な
栄
養
・
休
養
・
睡
眠
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
感
染
症
流
行
時
は
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

熊
本
県
医
療
政
策
課

☎
３
３
３－

２
２
４
６

消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

○
試
験
日　

　

第
３
回　

平
成
30
年
３
月
18
日（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

　
【
書
面
申
請
】

　

同
年
１
月
23
日
（
火
）
〜
30
日
（
火
）

　
【
電
子
申
請
】

　

同
年
１
月
20
日
（
土
）
〜
27
日
（
土
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
熊
本
県
内
消
防
本
部
、
そ
れ
に
熊

本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保

安
課
で
本
年
12
月
19
日
（
火
）
以
降
配

布
し
ま
す
。

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１－

11－

４
、

　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
３
６
４－

５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

○ 

試
験
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜

第
６
類
、
丙
種

○
試
験
日　

平
成
30
年
２
月
11
日（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

 

同
年
１
月
５
日
（
金
）

〜
12
日
（
金
）

・
電
子
申
請　

 

同
年
１
月
２
日
（
火
）

〜
９
日
（
火
）

○
試
験
地　

熊
本
市

○
願
書
等
配
布
場
所　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
県
内
消
防
本
部
、
熊
本
県
総
務
部

市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

　

※
12
月
５
日
（
火
）
以
降
配
布

　
　

消
防
試
験
研
究

　
　
　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

人
形
芝
居
「
か
ち
か
ち
山
」

　
「
劇
団
ぱ
れ
っ
と
」
に
よ
る
人
形
芝

居
を
嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

 

平
成
30
年
１
月
８
日
（
月
・

祝
）

　
　
　
　

10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

○
入
場
料　

無
料

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
ま
つ
り

○
日
時　

平
成
30
年
２
月
17
日
（
土
）

▽
第
１
回
公
演　

14
〜
16
時
（
開
場
13

時
予
定
）
▽
第
２
回
公
演　

18
〜
20
時

（
開
場
17
時
予
定
）

○
会
場　

市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム

夢
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
民
会
館
）

○
申
し
込
み　

入
場
は
無
料
。
郵
便
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
同
伴
者
の
氏
名
（
本
人
含
め
６
人

ま
で
）、
希
望
公
演
を
明
記
し
、
〒
８

６
２－

０
９
０
１
熊
本
市
東
区
東
町
１

の
１
の
１
、
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総

↑
【
14
面
に
続
く
】

子宮頸がん検診の対象者（年齢基準日：平成 29 年 4 月 1 日現在）
年齢 生年月日
20 歳 平成 8（1996）年 4月 2日～平成 9（1997）年 4月 1日
乳がん検診の対象者（同）
年齢 生年月日
40 歳 昭和 51（1976）年 4月 2日～昭和 52（1977）年 4月 1日
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監
部
広
報
室
へ
。
平
成
30
年
１
月
８
日

（
月
）
必
着
。
メ
ー
ル
（「
西
部
方
面

隊
」
で
検
索
）
で
も
受
け
付
け
る
。

同
広
報
室
☎
３
６
８－

５
１
１
１
（
内

線
２
４
５
４
〜
２
４
５
７
）

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

○
日
時

　

平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

○
場
所　

熊
本
県
民
交
流
会
館

○ 

主
な
内
容　

肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま

体
験
、
新
聞
プ
ー
ル
、
化
石
レ
プ
リ

カ
作
り
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
体
験

な
ど
。

　
　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
５－

４
３
１
２

生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ
ナ
ー

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
学
習
や
野
鳥

観
察
を
通
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。　

　

募
集
案
内
や
申
込
書
様
式
は
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時
半

○
会
場　

荒
尾
干
潟

　
　
　
　

荒
尾
市
中
央
公
民
館

○
募
集
締
め
切
り

　
　
　
　

本
年
12
月
22
日
（
金
）

　
　

熊
本
県
自
然
保
護
課

☎
３
３
３－

２
２
７
４

譲
渡
会
で
新
し
い
〝
家
族
〞
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い

犬
や
猫
な
ど
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
家
族
で
ペ
ッ
ト
を
飼
い
た
い
と

き
、
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

保
護
さ
れ
て
い
る
犬
や
猫
に
一
度
、
目

を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

犬
や
猫
た
ち
が
〝
家
族
〞
と
し
て
迎
え

て
く
れ
る
飼
い
主
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
飼
育
環
境
や
家
族
環
境

な
ど
を
動
物
の
気
質
や
性
質
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
自
分
に
あ
っ
た
ペ
ッ
ト
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－
２
２
４
８

ご
存
じ
で
す
か

解
体
し
た
家
屋
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
基

準
日
前
に
解
体
し
た
家
屋
に
つ
い
て
は

届
け
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出

が
な
い
場
合
、
来
年
度
以
降
も
納
め
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届

け
出
を
12
月
末
ま
で
に
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
町
に
公
費
解
体
申
請
ま
た
は
個
人

で
解
体
し
て
町
に
費
用
請
求
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
届
け
出
不
要
で
す
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
地
震
に
か
か
る
被
災
代
替
償
却

資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特
例

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
償
却
資
産
（
以
下
「
被
災
償
却

資
産
」
と
い
う
）
の
所
有
者
等
が
、
平

成
33
年
３
月
31
日
ま
で
に
被
災
償
却
資

産
に
代
わ
る
償
却
資
産
（
以
下
「
代
替

償
却
資
産
」
と
い
う
）
を
新
た
に
取
得

ま
た
は
被
災
償
却
資
産
を
改
良
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
取
得
ま
た
は
改
良
し
た

年
の
翌
年
か
ら
４
年
度
分
に
つ
き
、
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
２
分
の
１
と

す
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
特
例
対
象
者 

（
１
）
被
災
償
却
資
産
の
所
有
者
（
共

有
物
で
あ
る
場
合
、
持
ち
分
を
有
す
る

者
を
含
む
）

（
２
）
所
有
者
に
相
続
が
生
じ
た
と
き

は
そ
の
相
続
人

（
３
）
被
災
償
却
資
産
の
所
有
者
が
法

人
で
あ
る
場
合
、
合
併
後
存
続
す
る
法

人
も
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
ま
た
は
分
割
に
か
か
る
分
割
承
継

法
人

２
． 

特
例
措
置
の
対
象
と
な
る
資
産 

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑

12 月 の納税等 平成30年１月の納税等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………④  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年12月25日（月）

町県民税…………………④  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑨　期介護保険料
保育所利用料………… １ 月分
下水道使用料………… 12月分
納期限日（口座振替日）
　　平成30年１月31日（水）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

12月27日
 １ 月 24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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（
１
）
熊
本
地
震
の
被
災
に
よ
り
滅
失

し
、
ま
た
は
損
壊
し
た
償
却
資
産
の
代

替
え
と
し
て
取
得
し
た
資
産

※
被
災
償
却
資
産
と
種
類
が
同
一
で
あ

る
も
の
、
お
よ
び
使
用
目
的
ま
た
は
用

途
が
同
一
で
あ
る
も
の
。
除
却
ま
た
は

売
却
等
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
。 

（
２
）
熊
本
地
震
の
被
災
に
よ
り
、
被

災
償
却
資
産
を
復
旧
し
、
ま
た
は
補
強

等
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
改
良
費

（
資
本
的
支
出
）
に
該
当
す
る
も
の 

３
．
取
得
期
限 

　

平
成
28
年
４
月
14
日
〜
平
成
33
年
３

月
31
日
の
間
に
取
得
ま
た
は
改
良
さ
れ

た
も
の 

４
．
特
例
率 

　

取
得
ま
た
は
改
良
し
た
翌
年
か
ら
４

年
度
分
に
限
り
課
税
標
準
額
を
２
分
の
１

５
．
必
要
書
類 

（
１
）
被
災
代
替
償
却
資
産
特
例
申
告

書 （
２
）
被
災
償
却
資
産
が
熊
本
地
震
に

よ
り
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
旨
を
証
す

る
書
類
（
滅
失
に
関
し
て
は
平
成
29
年

度
償
却
資
産
申
告
書
、
損
壊
に
関
し
て

は
平
成
28
年
度
減
免
申
請
書
） 

（
３
）
被
災
償
却
資
産
が
所
在
し
た
こ

と
を
証
す
る
書
類
（
町
内
の
場
合
不

要
） 

（
４
）
平
成
28
年
１
月
２
日
〜
４
月
13

日
の
間
に
取
得
し
、
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
震
災
発

生
時
に
被
災
地
に
所
在
、
所
有
し
た
こ

と
を
証
す
る
書
類
（
納
品
書
＝
写
＝

等
） 

（
５
）
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
（
相
続
人
の
場
合
） 

（
６
）
合
併
法
人
ま
た
は
分
割
承
継
法

人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

※
必
要
に
応
じ
て
前
記
以
外
の
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
地
震
に
か
か
る
被
災
代
替
家
屋

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
特
例

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
家
屋
（
以
下
「
被
災
家
屋
」
と

い
う
）
の
所
有
者
等
が
、
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
に
被
災
家
屋
に
代
わ
る
家

屋
（
以
下
「
代
替
家
屋
」
と
い
う
）
を

新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
取

得
さ
れ
た
家
屋
の
税
額
の
う
ち
被
災
家

屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ
い
て
、
そ
の

取
得
し
た
年
の
翌
年
か
ら
４
年
度
分
に

つ
き
、
固
定
資
産
税
を
２
分
の
１
に
減

額
す
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

１　

特
例
対
象
者

（
１
）
被
災
家
屋
の
所
有
者
（
共
有
名

義
の
場
合
は
、
共
有
者
を
含
む
）

（
２
）
被
災
家
屋
の
所
有
者
に
相
続
が

↑

【
16
面
に
続
く
】

嘉島町職員採用試験
○試験職種および採用予定人員等

区　分 職　　種 採用
予定数 受　験　資　格 勤務先および職務内容

高等学校
卒業程度

一般事務 １人程度
平成３年４月２日から
平成 12 年４月１日までに
生まれた者

町長部局または教育委員会事務
部局等に勤務、一般事務に従事
する｡

土  木 １人程度
昭和 57 年４月２日から
平成 12 年４月１日までに
生まれた者

町長部局に勤務し、専門の技術
業務に従事する。

○受付期間　　平成29年12月11日（月）～

　　　　　　　　　　　　平成30年１月５日（金）

　　　　　　　（土・日曜、祝日、年末年始を除く）
　受付時間は午前８時30分～午後５時。郵送
は平成30年１月５日（金）までの消印のある
ものに限り受け付ける（ただし電子申請申し
込みは平成29年12月28日まで）。
※年末年始は12月29日（金）～
　　　　　　　　　平成30年１月３日（水）

○申し 込み手続き　試験申込書を持参か郵送または
電子申請による申し込み。
　試験申込書は役場総務課に請求するか、ホー
ムページからダウンロードできます。

○試　験　日　　１次試験

　【一般事務】平成30年１月21日（日）８時30分集合

　【土　　木】平成30年１月21日（日）９時集合

　　　　　　　　２次試験【両職種】
　　　　　　　　平成30年２月15日（木）頃
○試　験　場　　嘉島町役場
○試験の種類

　【一般事務】教養試験・作文試験・職場適応性検査
　【土　　木】専門試験・作文試験・職場適応性検査
○申し込み・お問い合わせ先

　〒861-3192　上益城郡嘉島町上島530

　嘉島町役場総務課人事広報係

　　　　　　　　☎２３７－１１１２（内線２１１）
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生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人

（
３
）
代
替
家
屋
に
被
災
家
屋
の
所
有

者
と
同
居
す
る
３
親
等
内
の
親
族

（
４
）
被
災
家
屋
の
所
有
者
が
法
人
で

あ
る
場
合
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
も

し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人

ま
た
は
分
割
に
か
か
る
分
割
承
継
法
人

※
「
被
災
家
屋
の
所
有
者
」
と
は
、
平

成
28
年
４
月
14
日
現
在
の
所
有
者
を
い

う
。

２　

被
災
家
屋
の
要
件

　

り
災
証
明
書
の
判
定
が
半
壊
以
上
で

取
り
壊
し
ま
た
は
売
却
等
の
処
分
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
（
一
部
損
壊
の
家
屋

に
つ
い
て
は
被
災
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
対
象
）

３　

代
替
（
適
用
対
象
）
家
屋
の
要
件

被
災
家
屋
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
取
得

（
中
古
含
む
）
さ
れ
た
家
屋

※
種
類
（
用
途
）
ま
た
は
使
用
目
的
が

同
一
で
あ
る
も
の
。

４　

取
得
期
限

　

平
成
28
年
４
月
14
日
〜
平
成
33
年
３

月
31
日
に
取
得
さ
れ
た
家
屋

５　

減
額
対
象
範
囲

　

代
替
家
屋
を
取
得
し
た
年
の
翌
年
か

ら
４
年
度
分
に
限
り
、
被
災
家
屋
の
床

面
積
相
当
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２
分

の
１

６　

必
要
書
類

（
１
） 

被
災
代
替
家
屋
特
例
申
告
書

（
２
）
り
災
証
明
書

（
３
）
被
災
家
屋
が
存
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
（
町
内
の
場
合
不
要
）

（
４
）
被
災
家
屋
を
処
分
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
書
類
（
町
内
の
場
合
不

要
）

（
５
）
相
続
人
に
該
当
す
る
旨
を
証
す

る
書
類
（
相
続
人
の
場
合
）

（
６
）
合
併
法
人
ま
た
は
分
割
承
継
法

人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

※
必
要
に
応
じ
て
前
記
以
外
の
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
し
て

　

今
後
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
が

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
近
い
周
波
数
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
町
内
に

お
い
て
も
旧
型
の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
設

備
等
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
万
が
一
、
平
成
30
年
１
月
25
日

（
予
定
）
以
降
に
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響

が
出
た
際
は
、
携
帯
電
話
の
新
し
い
電

波
利
用
に
よ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、「
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
利
用
推
進

協
会
」
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
し
い
電
波
に
よ

る
影
響
の
場
合
は
、
同
協
会
が
無
償
で

回
復
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
対
策
の
た
め
、
対
策
員

の
訪
問
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
費
用
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
悪
質
商
法
や
詐
欺
な
ど
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
影
響
が
考
え
ら
れ
る
地
域
】

　

上
島
、
西
村
、
高
田
、
滝
河
原
、
鯰
、

上
仲
間
の
一
部

　

７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
利
用
推
進
協
会

　

 

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

７
０
０－

０
１
２

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目
で
３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
が
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

募
っ
て
い
ま
す

地
域
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　

地
域
の
高
齢
者
の
通
い
の
場
で
あ
る

地
域
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
介
護
予
防
体

操
等
を
実
践
す
る
地
域
サ
ロ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
講
座
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

○
対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、
地
域
サ
ロ
ン
に

お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方

○
日
程

第
１
回　

平
成
30
年
１
月
29
日
（
月
）

第
２
回　

同
２
月
５
日
（
月
）

第
３
回　

同
２
月
19
日
（
月
）

第
４
回　

同
２
月
26
日
（
月
）

　

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
半
〜
16
時

※
４
回
の
講
座
終
了
後
、
実
際
に
サ
ロ

ン
に
お
け
る
実
習
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
（
日
程
未
定
）。

○
内
容

　

地
域
サ
ロ
ン
活
動
に
関
す
る
基
礎
知

識
と
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

講
座
（
血
圧
測
定
や
問
診
等
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
演
習
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト

レ
、
脳
ト
レ
等
）

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
会
議
室

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先　

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
３
７－

２
９
８
１
）

○
申
し
込
み
方
法　

同
年
１
月
19
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑
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☎
２
３
７－

２
５
７
６

く
ま
も
と
復
興
応
援
ナ
ー
ス
募
集

　

県
は
、
被
災
地
で
あ
る
阿
蘇
地
域
の

医
療
機
関
に
１
カ
月
〜
１
年
程
度
勤
務

し
て
い
た
だ
く
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
の
看
護
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
援
ナ
ー
ス
の
勤
務
先
選
定
や
就
労

後
の
相
談
に
は
、
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
対
応
し
、
就
労
さ
れ
た
方

に
は
、
温
泉
利
用
券
な
ど
の
特
典
も
あ

り
ま
す
。
阿
蘇
地
域
の
医
療
の
復
興
に
、

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
５－

７
６
６
０

「
有
斐
学
舎
」
入
寮
生
募
集

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出
身

の
大
学
生
の
た
め
の
寮
「
有
斐
学
舎
」

が
平
成
30
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
所
在
地　

　

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６－

27－

14

○
対
象　
　

　

同
年
４
月
か
ら
首
都
圏
の
４
年
制
大

学
に
進
学
す
る
県
出
身
の
男
子
お
よ
び

女
子
学
生
（
女
子
は
当
面
４
人
ま
で
）

○
寮
費　

　

２
人
部
屋　

月
額
１
万
４
千
円

　

１
人
部
屋　

月
額
２
万
円

　

電
気
料
金
・
食
費
は
実
費
。

　

な
お
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
等
の
子

弟
に
つ
い
て
は
舎
費
減
免
制
度
あ
り
。

○
入
舎
料　

７
万
円（
入
舎
時
の
納
付
）

○
応
募
期
限　

　

第
１
回　

１
月
10
日
（
水
）

　

第
２
回　

３
月
１
日
（
木
）

　

第
３
回　

３
月
21
日
（
水
）

○
応
募
書
類
配
布
場
所

熊
本
県
県
政
情
報
文
書
課（
県
庁
２
階
）

熊
本
県
東
京
事
務
所

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

肥
後
奨
学
会　

有
斐
学
舎

　
　

☎
０
４
８－

４
７
３－

７
５
９
１

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
オ
フ
ィ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

５
人

○ 

内
容　

Ｉ
Ｔ
社
会
に
対
応
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
の
技
能
習
得
と
実
務
的
な
活

用
を
習
得
し
、
早
期
就
職
を
目
標
と

し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

12
月
11
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

○
訓
練
期
間　

 

同
年
３
月
１
日
（
木
）

〜
５
月
31
日
（
木
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

９
０
７
２
円
程
度

○
訓
練
場
所　

有
限
会
社　

ア
ト
ム
開
発

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
２
３
７－

２
９
８
１

青
少
年
育
成
優
良
団
体
に
助
成
金

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
町

民
課
福
祉
係
に
申
請
様
式
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
締
め
切
り　

　

１
月
26
日
（
金
）
17
時
ま
で

○
助
成
対
象
団
体

　

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
伝
統

文
化
の
継
承
や
環
境
保
全
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
積
極
的
に
青

少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
審
査

会
で
活
動
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
民
間
の
団
体
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

保
育
園
の
園
庭
開
放

東
部
幼
光
保
育
園

○
日
時

　

12
月
21
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
東
部
幼
光
保
育
園
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

嘉
島
保
育
園

○
日
時

　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）
９
時
〜

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館

　

当
日
開
催
さ
れ
て
い
る
発
表
会
の
見

学
が
で
き
ま
す
。　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
嘉
島
保
育
園
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

※
お
わ
び

　

広
報
か
し
ま
11
月
号
で
12
月
９
日
に

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
会
場
の
都
合
等
で
１
月

20
日
の
発
表
会
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

※
い
ず
れ
も
園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、

個
別
の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

↑
【
18
面
に
続
く
】
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前
回
に
引
き
続
き
、「
食
品
ロ
ス
」

を
考
え
る
今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る

対
策
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

１　

適
量
の
買
い
物
を
す
る
工
夫

　

 　

ポ
イ
ン
ト
は
、
買
い
物
の
前
に

冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

買
い
物
メ
モ
を
作
る
こ
と
。
中
を

確
認
し
や
す
い
よ
う
に
、
冷
蔵
庫

を
い
つ
も
整
理
し
て
お
く
と
、
奥

に
入
れ
た
も
の
を
使
い
忘
れ
る
こ

と
も
な
く
な
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
る
際
は
、
必
要
日
数
よ
り

少
な
め
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
特
に
、
週
末
に
ま
と
め
買

い
を
す
る
場
合
は
１
週
間
分
の
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
買
い
物
を
す
る

と
、
ど
ん
ど
ん
食
材
が
増
え
ま
す

の
で
、
５
日
分
程
度
の
メ
ニ
ュ
ー

を
意
識
し
、
週
末
は
残
っ
た
食
材

の
使
い
切
り
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し

て
食
べ
切
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

２　

お
い
し
く
食
べ
切
る
調
理
法

　
 　

家
族
の
食
事
予
定
を
確
認
す
る

な
ど
を
習
慣
に
し
、
食
べ
切
れ
る

適
量
を
調
理
し
、
作
り
過
ぎ
な
い

こ
と
。
ま
た
、
食
材
を
ま
と
め
て

買
っ
て
お
い
た
場
合
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
半
分
、
白
菜
の
半
分
な
ど
、
冷

蔵
庫
の
中
は
徐
々
に
使
い
切
れ
な

か
っ
た
食
材
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
週
末
は
、
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
や
鍋
料
理
な
ど
、
家
族

で
楽
し
く
調
理
し
な
が
ら
食
べ
て

し
ま
う
こ
と
を
習
慣
に
す
る
の
も

一
案
で
す
。
最
近
は
「
使
い
切
り

レ
シ
ピ
」
を
共
有
す
る
サ
イ
ト

（「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
な
ど
）
も
増

え
て
お
り
、
食
品
ロ
ス
見
直
し
レ

シ
ピ
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ネ
ギ
な
ど
の
薬
味
の
冷
凍

保
存
や
長
期
保
存
の
知
恵
も
載
っ

て
い
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
生
ご
み

を
減
量
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
食
費

の
面
で
家
計
に
と
っ
て
も
と
て
も
よ

い
こ
と
で
あ
り
、
料
理
を
作
り
過
ぎ

な
い
と
い
う
面
で
は
、
健
康
に
も
よ

い
影
響
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
食
品
ロ
ス
に
つ

い
て
話
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上

益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《「
食
品
ロ
ス
」
に
つい
て
考
え
る 

㊦
》

見
守
り
新
鮮

情
報
12
月
号

熊
本
市
南
区
江
越
２
丁
目
16－

14

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
登
記
相
談

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
倒
壊

し
た
建
物
の
登
記
に
関
す
る
相
談
、
土

地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

　

平
成
30
年
１
月
11
日
（
木
）

　
　
　

10
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

12
月
20
日
（
水
）
弁
護
士

　

平
成
30
年
１
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

【
17
面
か
ら
続
く
】

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。
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申請してね！マイナンバーカード
マイナンバー（個人番号）　
マイナンバーとは、日本に住民票を有するすべての方が持
つ 12桁の番号です。※原則として生涯同じ番号です。
自分のマイナンバーが分からない　
2015 年 12月頃に、住民票の住所に簡易書留で郵送され
たマイナンバー通知カードで確認できます（世帯主宛封筒
に入っています）。

マイナンバーカードって？？
○マイナンバーが記載された写真付きの ICカード
○免許証のように公的な身分証明書として使用できる
○ e-Tax（国税電子申告・納税システム）ができる

※通知カードの再交付は 500円かかります。

マイナンバーカード

①郵便申請

カード
申請
方法

１　

カ　

月　

ほ　

ど　

後

【注意】!! 住所・氏名の変更があった方は、役場で申請書を
もらってください。変更前の申請書は使えません !!

②スマートフォン・
　パソコンから

カード
受け取り
方法

③役場窓口での申請
役場でマイナンバーカードの交付申請ができるようになりました !!
　申請書と本人確認書類を持って本人が役場に来てください。その場で顔写真を
撮影して申請できます。

交付通知書（はがき）
が自宅に届く

交付通知書（はがき）・通知カー
ド・本人確認書類・印鑑を持って
役場へ（原則本人のみ）

本人確認（顔認証含む）と暗証
番号を設定して受け取り

※交付通知書（はがき）に書いてある
期限を過ぎても受け取りできます。・マイナンバーカード交付手数料

　初めて＝無料、　紛失など２回目以降＝ 800円
・署名用電子証明書手数料　初めて＝無料、２回目以降＝ 200円

28 日までマイナンバーの窓口を時間延長します !!
　マイナンバー関係（マイナンバーカード・通知カード・住基カード）の受け付けに限
り、前日までの予約があれば 19時まで対応します（土日・祝日除く）。
　時間外申請の予約や役場での手続きのお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　町民課戸籍係　☎ 237 － 2574（町民課直通）

マイナンバーのお問い合わせは　マイナンバー総合フリーダイヤル　0120－ 95－ 0178（無料）
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　税務署が開設する申告相談会場および税理士会による確定申告無料相談会場は、次の通りです。また、
ご自宅でも国税庁ホームページを利用して申告書を作成し、ｅ－Ｔａｘによる送信または印刷して郵送
等により提出することができますので、ぜひ、ご利用ください。
【税務署が開設する申告相談会場】
　〈場　　所〉　火の国ハイツ（熊本市東区石原２丁目 2-28）
　〈期　　間〉　平成 30 年２月１日（木）～３月 15 日（木）
　　　　　　　※土日、祝日を除く。ただし、２月 18 日および２月 25 日の日曜に限り開設します。
　〈受付時間〉　午前９時～午後４時

　　※　駐車場には限りがあり、混雑が予想されます。なるべく公共交通機関をご利用ください。
　　※　申告会場が混み合うことが予想されますので、早めの申告にご協力をお願いします。
　　※　 「火の国ハイツ」において申告相談会場等を開設する期間は、熊本東税務署で確定申告相談

を行っておりませんので、ご注意ください。
　　 　熊本東税務署（☎ 369-5566）※自動音声案内＝確定申告に関するご相談は、「０」番を選択し
てください。「確定申告電話相談センター」におつなぎします。平成 30 年１月４日（木）から３
月 15 日（木）まで。

◎熊本地震により被害を受けられた方の申告書作成について
　上記の開設期間のうち、平成 30 年２月１日（木）～ 15 日（木）までの期間は、熊本地震により被害
を受けられた方で、「雑損控除」や「災害減免法」により、所得税等の軽減または免除を受けられる方
の申告書事前作成会を行っております。

申告書事前作成会に必要な書類
１ 源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類

　事業所得や不動産所得などのある方は、青色申告決算書または収支内訳書を作成してお持ちください。

２ 利用者識別番号と暗証番号が分かるもの（e-Tax を利用された方）
　「利用者識別番号等の通知」など

３ 本人確認書類　例１　マイナンバーカード
　　　　　　　　 例２　通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険証など

４ 平成 28 年分所得税等の確定申告書の控え
５ 被災した住宅・家財等の損失額の計算書等の控え

※　新規または追加で雑損控除を受ける方は下記の書類も必要となります。

６ 被害を受けた住宅・家財・車両の取得時期、取得価額の分かるもの
　建物の売買（請負）契約書、登録簿謄本（登記事項証明書など）

７ 被害を受けた資産に対する修繕費、取り壊し費用、除去費用などが分かるもの
　（領収書、請求書など）

８ 被害を受けた資産について、保険金や補助金などを受け取った場合、その金額が分かるもの
　（支払い通知書、通帳の写しなど）

９ 家屋・土地の所有者が分かるもの　登録簿謄本（登記事項証明書）など
10 り災証明書（コピーでも可）

11
生計を一にする親族に所得金額が 38 万円超の方がいる場合には、その方の平成 28 年分の所
得金額の分かる書類
　（申告書の控え、収支内訳書・青色申告決算書の控え、源泉徴収票など）

【税理士会による確定申告無料相談会場】
　〈場　　所〉火の国ハイツ（熊本市東区石原２丁目２-28）
　〈期　　間〉平成 30 年２月 13 日（火）～ 15 日（木）
　〈受付時間〉午前９時～午前 11 時
　　　　　　　午後１時～午後３時

確定申告相談会場等のご案内
熊本東税務署から

「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰

　

税
を
考
え
る
週
間
（
11

月
11
〜
17
日
）
に
合
わ
せ

た
「
税
に
関
す
る
作
品
」

表
彰
式
が
11
月
16
日
、
熊

本
東
税
務
署
（
熊
本
市
）

で
あ
り
、
嘉
島
中
の
生
徒

ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
生
徒
に
対

す
る
租
税
教
育
の
一
環
で
、

熊
本
東
地
区
税
務
関
係
団

体
長
連
絡
協
議
会
が
毎
年
、

同
署
管
内
の
中
学
生
を
対

象
に
実
施
。
今
年
は
２
２

２
７
人
か
ら
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

嘉
島
中
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

◇
作
文
▽
南
九
州
税
理
士

会
熊
本
東
支
部
支
部
長
賞

　

後
藤
真
愛
（
２
年
）
◇

習
字
▽
佳
作　

松
村
玲
実

（
３
年
）
松
村
春
祈
（
１

年
）
◇
標
語
▽
熊
本
東
地

区
青
色
申
告
会
連
合
会
会

長
賞　

甲
斐
愛
未
（
２

年
）
▽
佳
作　

下
津
翔
大

（
１
年
）
安
藤
啓
士
（
３

年
）
山
畠
拓
海
（
２
年
）

廣
田
葵
（
同
）
藤
田
大
陽

（
１
年
）
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
自
転
車
盗
が
２
件
発
生
。

少
し
の
時
間
離
れ
る
と
き
で
も
必
ず

施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
〜
人
身
事
故
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
物
損
事
故
は
依
然
と
し

て
多
発
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
反

射
材
の
着
用
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯

と
上
向
き
点
灯
の
励
行
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）10 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.10 4 68 0 0 0 1 0 2

H29 累計 62 631 0 0 24 9 1 10

前年比 -2 +46 -4 -1 -2 +1 +1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.10 15 220 1 0 1 1 0 3

H29 累計 203 1962 10 0 41 16 3 23

前年比 +18 -91 -7 -6 +7 -6 +1 +3

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

不審な人物を見かけたらすぐに「110番」通報を
しましょう !!

みんなでつくろう安全・安心の街
～安全で安心して暮らせる街をめざして～
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【
嘉
島
産
業　

Ｖ
】

　

◇
第
38
回
年
齢
別
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

10
月
10
日
開

幕
。
７
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
戦
は

同
24
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
十
夢
と
嘉
島
産
業
が
対
戦
。
初

回
裏
、
嘉
島
産
業
が
一
挙
に
８
点
を

先
取
。
次
の
回
、
十
夢
も
追
い
上
げ

を
見
せ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
突
き
放

さ
れ
、
結
局
、
嘉
島
産
業
が
計
18
点

を
挙
げ
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

12

16 土 イオンモール熊本主催サッカー教室 競技場 ９：00～ イオンモール熊本

17 日 アメリカンフットボールフェスティバル in 熊本 競技場 ９：00～ 熊本市アメリカンフットボール協会

20 水 嘉島幼稚園マラソン大会 競技場 ９：00～ 嘉島幼稚園

23 土 平成 29年度上益城郡サッカー新人大会 競技場 ９：00～ 上益城郡中学校体育連盟　24日も開催

１
20 土 第 13回上益城郡自治体職員親善サッカー選手権大会 競技場 ９：00～ 大会実行委員会

28 日 第 52回熊本県サッカーリーグ大会 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

11月 17日現在

嘉島町総合運動公園

※嘉島町総合運動公園は、12月29日（金）から平成30年１月３日（水）まで、年末年始休暇による休園となります。
　年明け１月４日（木）午前９時より開園します。

軟式野球 ソフトボール

左から順に、それぞれの大会を制したレッドスターズ、鯰クラブ、嘉島産業の各チーム

【
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ　

優
勝
】

　

◇
平
成
29
年
度
嘉
島
町
軟
式
野
球

協
会
町
長
旗
大
会　

10
月
１
日
開
幕
。

全
５
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
戦
は
11

月
12
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
と
ウ
ィ
ー
ド

の
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
。
初
回

に
ウ
ィ
ー
ド
が
２
点
を
先
取
し
ま
し

た
が
、
そ
の
裏
に
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

が
３
点
を
返
し
逆
転
。
最
終
的
に
８

点
を
挙
げ
、
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【鯰クラブ　栄冠】
　◇平成29年度嘉島町ソフ
トボール協会町長旗大会
　９月７日開幕。全７チー
ムが出場。決勝戦は、９月
29日、町営グラウンドで行
われ、嘉島産業と鯰クラブ
が対戦。接戦の末、鯰クラ
ブが５対４で競り勝ち、栄
冠に輝きました。
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嘉
島
町
「
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
10
月

24
日
、
東
・
西
両
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
情
操
を
養
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
演

奏
者
を
招
き
、
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
は
平
成
音
楽
大
（
御
船
町
）
の
講
師
や

学
生
ら
10
人
が
来
町
。
東
小
の
体
育
館
で
開
か

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
全
校
児
童
に
加
え
、
保

護
者
ら
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
情
熱
的
な
タ
ン

ゴ
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
か
ら
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
や
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
八
重

奏
の
透
き
通
る
よ
う
な
調
べ
ま
で
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
曲
と
共
に
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
や
チ
ュ
ー
バ

な
ど
金
管
楽
器
類
の
紹
介
に
も
、
子
ど
も
た
ち

は
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

 

図
書
室
か
ら 

　

震
災
復
旧
工
事
を
終
え
、
再

オ
ー
プ
ン
。「
再
利
用
（
リ
ユ
ー

ス
）
提
供
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設

中
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
で
す
。

な
お
12
月
28
日
〜
平
成
30
年
１
月

３
日
は
年
末
年
始
の
た
め
休
館
と

な
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
☎

２
３
７－

０
０
５
８
。

平成音大の講師や学生を迎えて開かれた嘉島東小のスクール
コンサート

　

中
原
中
也
の
詩
に
「
愛
す
る
も

の
は
死
ん
だ
時
に
は
、
自
殺
し
な

き
ゃ
あ
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
で

も
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
」
と
、
否
定
す
る
の
は
簡

単
で
す
が
、
落
ち
込
ん
で
い
る
と

き
に
必
要
な
の
は
、
そ
う
い
う
正

論
で
は
な
く
、
行
き
場
の
な
い
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
も
の

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
君
は
月
夜
に
光
り
輝
く
」
は
、

そ
ん
な
人
生
に
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
と
き
に
、
寄
り
添
っ
て

く
れ
る
小
説
で
す
。

　

高
校
生
の
「
僕
」
が
、
不
治
の

病
で
余
命
わ
ず
か
な
少
女
の
願
い

を
叶
え
る
た
め
に
奔
走
す
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
「
難
病
も
の
」
の

物
語
で
す
。
電
撃
小
説
大
賞
を
受

賞
し
、
圧
倒
的
に
「
泣
け
る
」
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
し

き
り
泣
い
た
後
に
、
少
し
で
も
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
る
「
届
く
」
言
葉
が
こ
の
小
説

に
は
あ
り
ま
す
。

　

た
い
へ
ん
読
み
や
す
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
は
じ
め
て

小
説
を
読
ま
れ
る
方
に
も
お
す
す

め
で
す
。
年
末
の
読
書
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
君
は
月
夜
に
光
り
輝
く
」

佐
野　

徹
夜

　
　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

　
　

 

メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
文
庫

奥
名　

宏
紀 

さ
ん　
（
上
島
）

嘉  島  町  民  会  館

おすすめ本
孤高の桜　ハンセン病を生きた人たち
 井上　佳子
巨眼の男＜一＞＜二＞＜三＞
 津本　　陽
羊男のクリスマス
 村上春樹☆佐々木マキ
聖
クリスマス・イヴ

夜 に死を
 西村京太郎
ふたりからひとり　ときをためる暮らし　それから
 つばた英子　つばたしゅういち
男と女の心理学入門
 齊藤　　勇
一汁一菜でよいという提案
 土井　善晴
るろうにほん熊本へ
 佐藤　　健
墨と彩りで、さらりと描く　おしゃれな和のはがき絵とイラスト
 小池　良子
お披露目！うちのイベントごはん
 cookpad×オレンジページ
読んで覚える！暗誦　百人一首
 吉海直人・監修　大石天狗堂・協力

サンタパスポート
 さく・のぶみ
世界名作おはなし絵本　マッチ売りの少女
「アンデルセン童話」より
 文・末吉暁子　絵・中島潔
クリスマスの森
 ルイーズ・ファティオ＝文　ロジャー・デュボアザン＝絵
 つちやきょうこ＝訳
10歳までに読みたい世界名作19
フランダースの犬
 作・ウィーダ　編訳・那須田淳
いとしの犬ハチ
 いもとようこ
ビロードのうさぎ
 マージェリィ・W・ビアンコ＝原作
 酒井駒子＝絵・抄訳
黒魔女さんが通る!!12
黑魔女さんのお正月
 石崎洋司・作　藤田香・絵
しちふくじん
 立川志の輔・作　中川学・絵
十二支のお節料理
 川端　誠

　平成 30年３月の再オープンに向けた震災復旧工事中のため、ご利用いただけません（町行事の一部
は除きます）。詳しくはお問い合わせください。

○お問い合わせ先：町教育委員会　☎ 237－ 0058

響く金管楽器の調べ響く金管楽器の調べ 東西両小で東西両小で
コンサートコンサート
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その307〕

同和問題を知っていますか

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

「
外
国
人
の
皆
さ
ん
」　

　
〝
違
い

〝
違
い
〞〞
を
理
解
し
よ
う
！

を
理
解
し
よ
う
！

○
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て

　

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
日
本

に
在
住
あ
る
い
は
訪
問
す
る
外
国

人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
就
労
差

別
や
入
居
・
入
店
拒
否
な
ど
日
常

生
活
に
お
い
て
差
別
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
在
留
外
国

人
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
も
含
め
、
諸
外

国
と
の
人
的
・
物
的
交
流
の
規
模

は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

は
、
異
な
る
民
族
・
国
・
地
域
・

文
化
等
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
伝
統

的
な
価
値
観
を
有
す
る
地
域
社
会

の
中
で
、
外
国
人
や
異
文
化
に
対

し
て
閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
交
流
し
、

文
化
や
歴
史
の
違
い
を
知
る
こ
と

で
お
互
い
を
一
人
の
人
間
と
し
て

認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
関
係
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、

不
当
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と

　

ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
や
店
舗
へ

の
入
店
、
施
設
の
利
用
な
ど
を
断

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

就
業
を
断
ら
れ
た
り
、
就
業
し
た

後
の
待
遇
面
で
差
別
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
や
施
設
、
公
共

機
関
な
ど
で
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を

誹
謗
（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
し
た
り
、

排
斥
し
た
り
す
る
言
動
で
す
。
こ

う
し
た
言
動
は
、
人
々
に
不
安
感

や
嫌
悪
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
た
り
、

差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼
く
ま
も
と
国
際

化
総
合
指
針
の
策
定
や
▼
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
強
化
策

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、
国

に
お
け
る
適
切
な
対
応
を
求
め
て

い
ま
す
。

 

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

解放令の公布
江戸時代の身分的制度
　江戸時代には、身分的制度のもとで農民、町民の次に
置かれた「えた」「ひにん」などと呼ばれた人たちへの
差別が強くなりました。住む場所や職業が決められ、結
婚、服装、時には食べるものさえも規制されたのです。

「解放令」で平民に
　明治維新によって徳川幕府が終わり、明治政府は江戸
時代の身分的制度を廃止し、1871（明治４）年にいわ
ゆる「解放令」（太政官布告）を出しました。
　解放令によって、江戸時代に非人間的な扱いを強いら
れていた人々は、平民として位置づけられました。
　しかし、制度的な身分差別からは解放されたものの、
実質的な差別は解消されず、差別がもとで一揆が起きる
地域もありました。一方で1872（明治５）年に編成
された最初の近代的な戸籍である明治５年式戸籍（壬申
＝じんしん＝戸籍）には、それまでの差別的身分の呼称
等が記載されているものもありました。

差別と解放運動
厳しい生活と差別
　解放令で法律・制度の上では平等になったものの、現
実には、被差別部落に住む人はさまざまな厳しい差別を
受けていました。しかも、それまで同和地区・被差別部
落に住む人々が主に携わってきた特定の職業に、さまざ
まな人々も就くようになり、かえって経済的に苦しくなっ
たとも言われています。
　また、同和地区・被差別部落に住む人々に対する差別
に関係し、さまざまな訴訟が起き、判決が出されていま
す。同一の村でありながら、特定の身分の人々のみ氏神
および学区が別扱いになっているため、他の村民と同様
の扱いになるよう氏神引き直しおよび学区併合を求めた
訴訟（鎮守祭典不合併訴訟）は、民事裁判の手続き要件
を満たしていないとして却下されました（明治９年11
月 21日大審院判決）。一方、同一の村でありながら、
特定の身分の人々の町のみが神輿（みこし）担ぎから排
除されているのを不当として、神輿担ぎに参加できるよ
う訴えた事件（神輿担ぎ拒否事件）は、訴えが認められ
ています（明治15年９月26日大審院判決）。このよ
うな訴訟事例からも、当時の差別の実態をうかがい知る
ことができます。

　「同和」とは人々が和合するという意味の言葉で、同和問題に関する取り組み
の中で「同胞融和」「同胞一和」といった言葉が掲げられたと言われています。
　1941（昭和16）年、内務省の外郭団体が「同和奉公会」という名称にし
たことで、「同和」という言葉が行政でも用いられ始めました。
　1969（昭和44）年に同和対策事業特別措置法が施行され、同和対策事業
が全国的に推し進められるようになると、法律上の事業対象地域は、「同和地区」
と呼ばれました。

（財団法人　人権教育啓発推進センター資料より）

「同和」という言葉

広報かしま2017.12

24



"Taikyoku Jūryokukyū" at Joyful Sports
　One cold February morning, I was lazing around 
under the kotatsu. At the time, I had become used to 
life in Japan, but I sometimes felt bored and lonely. I 
went to check my post box, and I found a flyer from 
the Kashima Community Sports Club. I knew that 
one of my colleagues was in charge of it, so I was 
curious and decided to read. A number of evening 
sports clubs were listed, and among them was 
"Taikyoku Jūryokukyū". Written entirely in kanji, it 
caught my eye right away. Since I didn't know what 
"Taikyoku" meant, I read it as "Extremely Flexible 
Ball" and I laughed in spite of myself.
　I wanted to know what this "flexible ball" was all 
about, so I looked it up online. It turned out to be a
relatively new racket sport invented in China. In 
contrast to sports in which balls are hit back and 
forth, the basics of Taikyoku Jūryokukyū are to reach 
out to the ball, collect it in your racket without making a 
sound, and then to pull it around in the air, using one 
circular motion to throw the ball back. I was really 
impressed when I watched a view videos of people 
dancing with the ball, and it looked as if the ball was 
simply attached to the racket.
　I thought to myself that I really want to do it, and I 
applied right way. Since last April, I've been practicing 
twice a month. Including the teacher, it is only a small 
group of 4 people, but we got along right away, and I 
look forward to every time. After less than a year, I 

had the opportunity to participate in the "Joyful Sports" festival, where I was able to perform in 
front of many people, and even faced off with some children. Although I dropped the ball over 
and over again, I had a lot of fun.
　I want to see this sport become popular in Canada, but first I want to recommend it to the 
people of Kashima. Please come watch our practice some time!

ジョイフルスポーツで太極柔力球
　こたつでゴロゴロして過ごしていた２月の冷え
たある朝。当時、日本の生活に少し慣れてきてい
たけど、ふと暇な時間ができると寂しいと感じる
ことが時々ありました。部屋を出てポストを見て
みると、嘉島町総合型地域クラブのチラシが入っ
ていました。私の同僚が担当だと知っていたので、
「おっ？」と気になって読んでみました。夜にで
きるスポーツがいくつか書いてあって、その中に
「太極柔力球」がありました。漢字ばかりがずらり
と並びすぐ目に付いたけれど、「太極」のことを知
らなかった私は、それを「極端に柔らかいボール」
と勘違いして読み取り、思わず笑ってしまいまし
た。
　この「柔らかいボール」は一体何なのか、イン
ターネットで検索してみたら、中国で生まれた割
と新しいラケットスポーツのことだと分かりまし
た。ボールを打ち合うスポーツと違って、ボール
を迎え、音を立てずにラケットに収めて、円を

描くように引きつけてから放り出すことが基本。
ボールをラケットにのせ演技をする動画も見て、
ボールがまるでくっついているかのように見え感
激しました。
　絶対にやりたいと思って、すぐに申し込んだの
で今年４月から月に２回、夜に太極柔力球を練習
しています。先生を含め４人という少人数ですが、
みなさんと仲良くなれて毎回楽しみにしています。
そして１年もたたず 11 月のジョイフルスポーツ
に参加させてもらい、多くの方の前で演技ができ、
嘉島町の子どもたちと勝負しました！ボールをポ
トポト落としながらでしたが、とても楽しかった
です。
　カナダに帰ったらはやらせたいと思いますが、
まず嘉島町のみなさんにお勧めしたいです！太極
柔力球の練習をぜひ見にきてください！それで
は！

（11月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

皆さん、「太極柔力球」をご存じ
ですか
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書
の
雅
号
師
に
賜
わ
り
ぬ
浮
島
の
水
の
面

お
も
て

に
ち
な
み
志
鏡
と 

大
塚
シ
ズ
子

青
空
と
コ
ス
モ
ス
の
花
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
誰
に
出
そ
う
か
胸
躍
り
け
り 

川
原　

涼
子

丈
高
き
高
砂
百
合
の
花
の
影
障
子
に
落
ち
て
キ
リ
ン
の
か
た
ち 

北
澤
喜
美
子 

足
先
に
く
っ
つ
き
動
く
小
さ
き
影
あ
ん
よ
の
歩
み
と
ど
み
て
の
ぞ
く 

工
藤　

明
子

咲
き
匂
ふ
城
の
桜
に
と
き
め
き
て
遠
道
す
る
も
春
な
れ
ば
こ
そ 

栗
﨑　

房
子

浮
き
な
が
ら
ふ
わ
り
落
ち
く
る
白
き
も
の
鴨
ら
来
た
る
か
羽
毛
が
二
枚 

境　
　

益
代

台
風
の
連
れ
来
た
る
雨
あ
り
が
た
く
野
良
は
お
休
み
テ
レ
ビ
見
て
ま
す 

津
出
ト
ヨ
子

手
術
台
に
三み

た
び度

を
乗
せ
る
吾
の
足
深
き
眠
り
へ
誘
い
こ
む
な
り 

冨
永　

照
代

北
の
空
は
お
も
て
な
し
よ
り
お
も
い
や
り
南
の
海
の
波
風
た
か
し 

西
岡　

幸
止

水
分
の
多
い
空
気
の
庭
隅
に
フ
リ
ル
の
花
び
ら
開
け
る
茗
荷 

橋
本
ユ
キ
子

三
つ
子
よ
り
二
子
そ
れ
と
も
ひ
と
り
っ
子
毬い

が

栗
た
ち
の
大
き
さ
く
ら
ぶ 

本
住　

晴
美

満
月
の
見
え
隠
れ
し
て
勝
手
口
老
い
た
る
母
を
思
い
て
立
て
り 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

髙木　嘉代子 さん
（井寺）

「
ツ
ワ
ブ
キ
」

仲
野　

心
結
さ
ん
（
嘉
島
西
小
３
年
）

喰田　一子さん（鯰）
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10
月
か
ら
12
月
に
か
け
、
東
京
は
も
と
よ
り
北

海
道
や
東
北
、
信
越
、
東
海
、
四
国
と
全
国
各
地

へ
出
向
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
全
国
町
村
会
長
の

務
め
に
加
え
、
町
議
会
の
議
員
や
嘱
託
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
学
ぶ
研
修
を
重
ね

た
た
め
で
す
。

　

来
年
度
政
府
予
算
案
の
編
成
を
控
え
、
首
相
官

邸
で
行
わ
れ
た
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
は
首

相
は
じ
め
関
係
閣
僚
と
の
膝
詰
め
。「
地
方
創
生
」

を
看
板
政
策
と
す
る
安
倍
政
権
に
対
し
、
私
も
震

災
や
豪
雨
に
苦
し
む
被
災
町
村
の
実
情
な
ど
を
政

権
側
に
訴
え
ま
し
た
。

　

地
方
の
声
が
国
を
動
か
し
、
政
策
と
し
て
実
を

結
ん
だ
例
の
一
つ
が
「
敬
老
の
日
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
兵
庫
・
多
可
町
が
提
唱
し
続
け
た
「
お
年

寄
り
を
大
切
に
し
、
そ
の
知
恵
を
借
り
よ
う
」
に

は
地
域
の
実
像
が
く
っ
き
り
。

　

町
恒
例
の
文
化
祭
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
も

終
わ
り
、
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ま
、
健
や
か
に
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
12
月
４
日
）

意

輪

11月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・九州治水期成同盟連合会意見交換会　
 ・市町村アカデミー開設30周年記念特別講演会

開講式
２日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・庁内常会、課長会議　
 ・久留米運送来庁応対
 ・新農政米、麦、大豆研究大会
 ・上益城郡国保連絡協議会　・熊本中央一般廃

棄物処理施設整備促進協議会町村長会議
３日 ・嘉島町文化祭　・嘉島町功労者表彰　
４日 ・くまもと物産フェア開会式
５日 ・消防団非常呼集訓練
６日 ・課長会議
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合議会
 ・消防団員等公務災害補償等共済基金来庁応対
 ・小川嘉島線道路整備促進に関する要望活動　
 ・国道266号三角～嘉島間整備促進に関する要望

活動　・北鶴地区開発説明会
７日 ・嘱託員研修（～９日まで）　
９日 ・福島県訪問（～10日まで）
11日 ・上益城地域植樹祭
12日 ・2017ジョイフルスポーツかしま
13日 ・岩手県訪問（～14日まで）
15日 ・課長会議　・愛知県退職手当組合視察応対
16日 ・愛知県総合事務組合視察応対
 ・熊本県社会福祉協議会理事会
 ・熊本県産材需要拡大県民運動推進会議
17日 ・消防学校入校申告　・悠優かしま来庁応対
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・嘉島町農業振興整備促進協議会
 ・嘉島町報酬等審議会
18日 ・消防学校退校申告
20日 ・地方自治法施行70周年記念式典
 ・日本消防協会顧問会議
 ・治水事業促進全国大会
 ・まち、ひと、しごと創生担当大臣と地方６団
 　体との意見交換会
 ・地方６団体と国会議員の意見交換会
21日 ・全国市町村長サミット　・市町村長交流会
22日 ・町村議会議長全国大会
23日 ・熊本県総合防災航空センター開所式
 ・芝原土地区画整理審議会
 ・熊本県サッカー協会祝賀会
24日 ・課長会議　・長期派遣職員辞令交付
 ・熊本県市町村職員共済組合全員協議会
 ・嘉島交番連絡協議会　・嘉島町まち、ひと、

しごと創生総合戦略審議会
26日 ・上益城郡町長視察研修（～27日まで）
27日 ・自由民主党本部総務部会
28日 ・全国治水砂防促進大会
 ・全国町村会正副会長会、理事会
 ・町村の振興を考える会
29日 ・全国町村長大会
30日 ・全国山村振興連盟通常総会

ジョイフルスポーツで総合優勝を飾った
下仲間の代表を表彰する荒木町長

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
本　

シ
ズ
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

英
一　

様

　

井
上　

清　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

ハ
シ
エ　

様

　

西
本　

行
人　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

信
子　

様

　

小
嵜　

勢
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

甚
一　

様

　

髙
木　

善
之　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

ミ
ツ
子　

様

　

東
田　

久
徳　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

春
生　

様

西
本　

行
人　

様
（
西
村
）

　
　
　

平
成
29
年
11
月
17
日
現
在

一　

般　

寄　

付

震
災
相
談
窓
口

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
伴
う
各

種
相
談
に
応
じ
る
総
合
窓
口
を

町
役
場
１
階
の
小
会
議
室
に
設

け
て
い
ま
す
。
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嘉島町の人口
平成29年 11月30日現在

（前月比）

人   口 9,214 人　

　男　　 4,479 人　

　女　　 4,735 人

世帯数　 3,430 世帯（－ 7）

　

11
月
３
日
は
町
の
文
化
祭
の
取
材

へ
行
き
ま
し
た
。
書
道
や
絵
手
紙
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
見
な
が
ら
会
場
へ
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
の
芸
達
者

な
皆
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
不
器
用
な

私
は
た
だ
た
だ
す
ご
い
な
ぁ
と
圧
倒

さ
れ
た
１
日
で
し
た
。

　

今
年
も
広
報
か
し
ま
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
ま
た
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　嘉島町食生活改善推進員協議会は11月10日、
東老人憩いの家で、上六嘉サロンのメンバーや
金畑公園仮設団地の入居者を対象に牛乳につい
ての講話を行いました。その後、牛乳を使った
シーフードチャウダーやゼリーの試食を行い、各
家庭の料理と塩分を比べながら、食談議などで
和気あいあいと過ごしました。
　11月17日には北甘木サロンのメンバーを対象に
開催しました。

（－ 7）

（－ 3）

（－ 10）

12月10日（日） 　からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
12月17日（日） 　大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
12月23日（土・祝） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
12月24日（日） 　みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１
12月29日（金） 　山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
12月30日（土） 　たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
  ☎２８２－００７０

12月31日（日） 　のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
平成 30 年
 １ 月 １ 日（月・祝） 榊田泌尿器科外科医院
  ☎２８２－６３６３
 １ 月 ２ 日（火） 　藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
 １ 月 ３ 日（水） 　西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
 １ 月 ７ 日（日） 　熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
 １ 月 ８ 日（月・祝） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
 １ 月14日（日） 　泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

牛
乳
お
い
し
く

☎

町
泰臣

29年12月８日

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

ご
両
親
：
山
﨑
　
達
弘
さ
ん
、
恵
理
香
さ
ん
（
上
島
）これからもたくさんの笑顔を見せてね☆

平成23年６月７日生
山﨑　陸斗（りくと）くん

平成25年７月８日生
　　　　葵（あおい）ちゃん

平成28年12月２日生
　　　大地（だいち）くん

ご
両
親
：
清
村
　
将
紀
さ
ん
、
珠
櫻
倫
さ
ん
（
井
寺
）おじいちゃん、おばあちゃん♡いつもありがとう♪

平成26年10月９日生
清村　泰永（たいが）くん

平成29年２月21日生
　　奈音吏（なんり）ちゃん


